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概要 

• インスタンス重み付けによる領域適応問題 

1.→導入 

2. →領域適応の分析 

3. →インスタンス重み付けの手法の提案 

4. →実験結果 

5. →関連分野との比較 

6. →結論 

 



2. Domain Adaptation 

• 領域適応問題 

xi∈X,yi∈Y（X:特徴空間 Y:クラスラベル) 

p(y|x;θ)←最尤推定でパラメータθの決定 



→２つのケース 

・Labeling Adaptation 

・Instance Adaptation 

• 分布の異なる2つを扱う 

ps(x,y)←ソース(ラベル有) 

pt(x,y)←ターゲット(ラベルなし) 

 

この２つにより 

領域適応が 

必要とされる 



解決策 

• Labeling Adaptation 

割愛 

• Instance Adaptation 

→3つの手法 

・Ds 

・Dt,l 

・Dt,u 

 



• Dsを使う 



• Dt,lを使う(教師付き学習) 



• Dt,uを使う 



3. A Framework of InstanceWeighting 
for Domain Adaptation 

• Labeling AdaptationとInstance Adaptationの 

 ２つの解決手法の取り入れ 



4. Experiments 

• NLPの3つのタスクで実験 

・品詞タグ付け ・固有表現分類 ・スパムフィルタ 

• 設定 

・A:ターゲット(少量のラベル有) 

 1)-ラベル付きのターゲットを利用してソースのラベルを剪定 

 2)-トレーニングにラベル付きのターゲットを加える 

・B:ターゲット(ラベル無し) 

 1)‐ブートストラップ 



• A-1),2)の結果 



• B-1)の結果 



6. Conclusions and FutureWork 

• 提案したフレームワークは様々な戦略に柔軟 

• 教師あり学習>半教師あり学習 

 


